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一生を主と共に
　キリスト者として生きる私たちの人生に
は、いろいろな節目があります。誕生の時。いい
え、その前に神様によって命が与えられ、母の
胎内にいてこの世界に一歩踏み出すのを待っ
ている時。そして、命が与えられ、やがて老いて
ゆくまで、悲喜こもごもの長い或いは短い一
生を神様とともに歩んでいます。そこで人生
の節目節目に起こる出来事をどのように捉え
たら良いか、その時々をどのような心で迎え
たらよいかを考えてみたいと思っています。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　題して「クリスチャンのライフカレンダー」。
「父や母から子へ、ある時は、祖父母から孫へ、
そのまた逆方向へと様々な手紙」シリーズで
お届けします。
　お読みになって、きっと、私は、こう思うと
か、こんな経験をしたとか、ご意見が溢れるこ
とでしょう。その時は、編集担当まで、お寄せく
ださるようお願い致し
ます。「るうてる」などで
分かち合いたいと思い
ます。
　神様の御心に聴き従

い、共に祈りつつ・・・。　

教職授任按手式礼拝

　会場を埋め尽くす
230 名の会衆に見守
られる中、明比輝代
彦牧師(東海教区長）
の司式により、2006
年度教職授任按手式
礼拝は進められまし
た。山之内正俊総会

議長はローマの信徒への手紙
10章14節～17節から「福音を
一人ひとりに」と題して御言
葉を取次ぎました。
　授任按手の部では、松岡俊
一郎事務局長より、関野和寛

氏、西川晶子氏、花城裕一朗氏がそれぞれ赴任先と
共に紹介され、誓約に移りました。
　按手と授任は、議長、副議長、各教区長、教師会
長、そして各宣教師会の代表が一人ひとりの頭に
手を置き、「神のみことばを宣べ伝え、聖礼典を執
行する務めを受けなさい」と、赴任先の教区長よ
り、ストールを受けました。
　聖餐の部では、新たに教職として立てられた3
名が配餐者に加わり、会衆一人ひとりに「キリスト

4 .....

4月２日は日本福音ルーテル教会 宣教開始記念日

福音版

　3月12日（日）、宣教百年記念会堂(東京教会）にて、2006年度教職授任

按手式礼拝が執り行われました。神と230 名の会衆に見守られ、そして全
国の兄弟姉妹の祈りを受け、3 名の教職が誕生しました。

　4月2日は、宣教開始記念日です。
　これは、1893年（明治２６年）の4月2日のイースターの夕べ
に、日本福音ルーテル教会としての最初の公的な礼拝がもたれ
たことに由来しています。
　この礼拝は、佐賀市松原明治通の古い民家を礼拝堂にして、
シェーラー宣教師の説教、最初の邦人牧師山内量平師の司式で
行われました。ルーテル教会のメンバーは、ほかにピーリー宣
教師と山内量平夫人のみの４人で、他に佐賀市内の日本基督教
団の会員数名が応援に駆けつけてくれたとの事です。

＞＞＞＞＞　3.12　東京
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Information

Teensの詩が
本になりました。

第13 回全国春のティーンズキャンプで参加した
72 名のティーンズが表現しました。

「いのちの詩」
（A4 変形14 0 ページ）
1冊　500円

申込は…
宣教室TNG-Teens
佐藤和宏まで
email：
kz-sato@jelc.or.jp

のからだと血」とを分かち、3名の教職の誕生を実
感する機会となりました。
　関野牧師は東京教会協力牧師として、西川牧
師はシオン教会（防府・柳井・徳山・益田・六日市）
へ、花城牧師は浜松教会へそれぞれ遣わされま
す。新しい教職が与えられた恵みに感謝すると
共に、どうぞ、それぞれの働きのためにお祈り
ください。

　

　宣教百年を祝った1993年は、4月2日の夕刻に、この佐賀教会
を会場にして、宣教開始百年感謝礼拝が持たれ、その場で3名の
新任牧師の按手式が持たれ、180名が各地から集まりました。

今年、宣教開始から113年が経ちます。
これまでの神様の導きと、先人の努力を思い起こしながら、各
地の教会や、それぞれの信仰のこれからの歩みをおもう有意義
な日になればと思います。

るうてる　７００号記念！

　今月号は、記念すべき７００号になりました。
　広報室では、これを機に、創刊号からの機関紙の歩みを振り
返りました。歴史の中で廃刊や新装、休刊も繰り返しながら、日
本福音ルーテル教会の歴史を刻み続けてきた機関紙の歩みが
見て取れます。
　そこで、今月は創刊号や、るうてるの歴史を特集した特別付
録が付録になっています。皆様も、この変遷を見ながら、先人の
歩みと神様の導きに共に感謝していただければと思います。
また、「るうてる」縮刷版のDVD－ROMも発売することになりまし
た。視覚障がい者の方の要望にもお応えしようと、「テキストる

うてる」もインターネット上に掲示し、希望者には電子メイル
でお届けすること、などいくつかの新しい取り組みも始めま
す。詳細は付録をご覧ください。
　これからもどうぞ、よろしくお願いいたします。
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信徒の声

インタビューInterview     4 月
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　　　　　～教会の宝石を捜して～

　4 月は、新しい命をお祝いするイースターがあり
ます。日曜日ごとに復唱する使徒信条には「主は
……十字架につけられて死に……三日目に死者の
うちから復活し、天に昇って、全能の父である神の
右の座につき……」何という驚くべき言葉でしょ
う。イエス様が死から蘇ったということは、皆さん
にとってはどのような意義があるのでしょうか。

新たなる力
　最近、私は霊的なスランプを経験いたしました。
私の周りと内部に悪の力を感じたのです。しかし、
このイースターに際して、イエスの復活を新しく素
晴らしい事の象徴として認識することができまし
た。これは新しい形の力を宣言する出来事でした。
それは未だ認識されていない、また説明する事がで
きない命の力です。科学の領域では多くの新しいエ
ネルギーが発見されていますが、イエスの死からの

質問は出てきます。「生けるキリスト」を真に信じよ
うとする時、そして心を開きそれを受け入れる用意
があるならば、私達に働く不思議な力の偉大な可能
性に対して、驚きと喜びに満たされるのです。イエ
ス様を墓から導き出した力は宇宙から消滅しては
いません。
　この真の新しい命の力は、使徒信条「全能の父で
ある神の右の座に着き」の比喩として限定する事は
できません。　　　　　　　　　（翻訳：上村敏文）

復活に関しても、生きるための命のエネルギーを見
る事ができます。人類が知っている生物学、物理学
の原理を超えた命のエネルギーの新しい形を、この
出来事において発見できるのです。信仰を持つとい
う事は、この偉大な新しい形のエネルギーを信じる
という事に他なりません。今でも世界中において、
そして私にも働いて下さっているのです。
　信仰とは私を攻撃している悪の破壊的な力が、神
の力すなわち「生けるキリスト」によって克服され
るという事です。

神秘的な力
　復活のイエス、生けるキリスト、彼はどこにいる
のでしょう。どのように認識すればよいでしょう。
彼は教会を導いているでしょうか。今私と共にいる
のでしょうか。
 復活に関して深く吟味しようとする時、これらの

　
今
回
か
ら
新
し
い
シ

リ
ー
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ま
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と
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こ
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す
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ろ
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考
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て
み
ま
し
た
。

　
九
州
学
院
高
校
で
は
じ

め
て
聖
書
を
手
に
し
ま
し

た
。そ
し
て
、イ
エ
ス
様
の

言
葉
に「
こ
こ
に
は
真
実

と
い
う
も
の
が
あ
る
」と

感
動
し
た
こ
と
を
覚
え
て

い
ま
す
。と
こ
ろ
が
そ
の

と
き
、そ
れ
が
ど
の
み
言

葉
だ
っ
た
か
、た
ぶ
ん
聖

書
全
体
に
感
動
し
た
の
だ

と
思
い
ま
す
が
思
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出
せ

ま
せ
ん
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校
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い
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思
春
期
に
聖
書
に
出
会
っ

た
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し
た
。
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節
で
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愛
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で
あ
り
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し
て

の
確
認
の
み
言
葉
で
も
あ

り
ま
す
。

　
い
ま
も
説
教
壇
に
立
つ

　
私
は
１
９
４
１（
昭
和
16
）年

に
女
学
校
を
卒
業
し
ま
し
た
。父

は
娘
が
働
く
こ
と
を
嫌
っ
て
い

ま
し
た
が
、一
年
の
約
束
で
お
茶

の
水
の
保
育
科
に
入
学
し
ま
し

た
。そ
こ
で
周
郷
先
生
と
い
う
方

に
出
会
い
、そ
の
講
義
の
中
に
神

さ
ま
や
キ
リ
ス
ト
の
話
が
よ
く

出
て
来
ま
し
た
。そ
れ
が
初
め
て

キ
リ
ス
ト
教
に
触
れ
た
と
き
で

し
た
。今
思
え
ば
、国
立
の
学
校

で
よ
く
そ
の
よ
う
な
授
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出

来
た
も
の
だ
と
思
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後
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リ
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せ
ん
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し
た
。
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佐
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近
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込
書
が
わ
が
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受
け
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も
届
け
ら
れ
、講
座
を
受

け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た（
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だ
っ
た
そ
う
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す
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ど
で
講
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し
、礼
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み
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し
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内
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に
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る
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き
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し
た
。
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る
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来
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休
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だ
こ

と
が
あ
り
ま
せ
ん
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思
う
と
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て
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ま
の
計
画
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れ
た

こ
と
だ
と
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じ
て
い
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す
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。
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け
て
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れ
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が
、

ご
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介
く
だ
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。
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カ
ト
リ
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２
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シ

ス
タ
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が
炊
き
出
し
を
始
め

た
こ
と
に
よ
っ
て「
ほ
し
の

家
」が
始
ま
り
ま
し
た
。１
９

９
２
年
に
川
本
さ
ん
に「
山
谷

に
行
っ
て
み
な
い
」と
誘
わ

れ
、好
奇
心
も
あ
り
ま
し
た
の

で
、見
学
ぐ
ら
い
の
気
持
ち
で

出
か
け
て
行
き
ま
し
た
。そ
の

頃
は
、ま
だ
本
格
的
な
炊
き
出

し
も
行
わ
れ
て
な
く
、翌
月
か

ら
出
来
る
範
囲
で
や
っ
て
み

ま
し
ょ
う
と
い
う
こ
と
に
な

り
、１
０
０
個
ほ
ど
の
お
に
ぎ

り
を
に
ぎ
り
、自
転
車
で
公
園

に
出
か
け
た
も
の
で
す
。２
Ｋ

ほ
ど
の
ア
パ
ー
ト
に
大
勢
の

人
が
集
ま
り
、ル
ー
テ
ル
教
会

だ
け
で
は
な
く
、様
々
な
教
派

の
方
々
と
一
緒
に
い
い
働
き

が
出
来
た
と
思
い
ま
す
。

　
と
こ
ろ
が
、ガ
ラ
ス
が
割
ら

れ
た
こ
と
で
、ア
パ
ー
ト
か
ら

退
去
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く

な
り
、ほ
し
の
家
は
一
時
閉
鎖

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、公
園
に
待
っ
て
い
る

人
が
い
る
と
い
う
こ
と
で
、

ル
ー
テ
ル
教
会
だ
け
で
も
活

動
を
始
め
た
の
が「
ほ
し
く
ず

の
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」で
す
。す
べ
て
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ラ
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テ
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で
す
か
ら
、強
制
は
あ

り
ま
せ
ん
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の
出
来
る
こ

と
を
出
来
る
時
間
に
す
る
よ

う
に
し
て
い
ま
す
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理
を
す

る
と
、長
く
続
け
る
こ
と
が
で
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ま
せ
ん
か
ら
。

　
こ
れ
ら
の
活
動
は
教
会
が

道
を
作
っ
て
く
れ
た
こ
と
で

す
し
、当
然
、キ
リ
ス
ト
に
押

し
出
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て
い
る
こ
と
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じ
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ま
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ケネス･J・デール
ルーテル学院大学名誉教授
引退宣教師

第13回
4月 - 新しい命の月

 このコラムもう 一年続けることになりました 。このような形

で日本中 の ルーテルにつながる方々 と 交わ る 事ができること

を光 栄に 思 います。こ の コラムを通 し て新 し い角 度 から 信仰

の意 味を 考 える 刺 激となることを希 望 し、 祈 ります。ま た、

原本「 A  S e e k e r ’s J o u r n a l 」の記事の翻訳をしているルーテル

学院大学 の 上村敏文先生に感 謝 したいと思 います 。 原本 を希

望さ れ る 方 が あ れ ば 、 お送 り さ せ て い た だ き ま す。

お問合せ　koho04@jelc.or.jp

今
後
の
希
望
さ
れ
る
こ
と

は
何
で
す
か
？

　
時
代
も
変
わ
り
ま
し
た
か

ら
、若
い
人
の
後
に
続
き
た

い
と
思
い
ま
す
。ぜ
ひ
、若
い

人
に
ご
自
分
の
出
来
る
こ
と

を
出
来
る
時
間
に
と
い
う
気

持
ち
で
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
願
っ

て
い
ま
す
。

私
の
愛
唱
聖
句

　西教区　広島教会　牧師
た て の やすひろ

立野　泰博

た
び
に
、心
の
中
に
あ
る

子
供
の
声
が
聞
こ
え
て
き

ま
す
。そ
れ
は
い
つ
も
こ

う
語
り
か
け
て
く
る
の
で

す
。「
先
生
は
自
分
の
話
を

自
分
で
聞
い
て
面
白
い
と

思
う
？
」。こ
の
言
葉
を
忘

れ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。ま
だ
神
学
生
だ
っ
た

時
、教
会
学
校
礼
拝
で
説

教
を
し
た
あ
と
に
教
会
学

校
の
生
徒
に
言
わ
れ
た
言

葉
な
の
で
す
。し
か
し
、感

謝
し
て
忘
れ
る
こ
と
が
で

き
な
い
言
葉
で
す
。い
ま

は
天
使
の
さ
さ
や
き
だ
っ

た
と
思
い
ま
す
。

　
自
分
が
語
る
こ
と
を
会

衆
に
な
っ
て
聞
い
て
み
る

と
き
、福
音
と
し
て
聞
け

る
か
ど
う
か
。自
分
の
話

は
自
分
に
と
っ
て
福
音
か

と
問
う
て
み
る
の
で
す
。

こ
れ
は
私
の
説
教
の
原
点

で
す
。自
分
で
聞
い
て
い

や
に
な
る
話
は
、人
が
聞

い
た
ら
も
っ
と
い
や
に
な

る
は
ず
で
す
。そ
れ
は
説

教
だ
け
の
問
題
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。親
子
の
間
、友
人

と
の
間
で
も
お
こ
る
こ
と

で
す
。娘
に
ぐ
ち
ぐ
ち
と

怒
っ
て
い
る
自
分
が
、も

し
反
対
だ
っ
た
ら
と
思
う

と
ゾ
ッ
と
し
ま
す
。た
ぶ
ん

「
も
う
わ
か
っ
た
か
ら
や
め

て
」と
い
う
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。そ
ん
な
と
き
に
与
え
ら

れ
た
の
が「
わ
た
し
た
ち

は
、多
く
の
人
々
の
よ
う
に

神
の
言
葉
を
売
り
物
に
せ

ず
、誠
実
に
、ま
た
神
に
属

す
る
者
と
し
て
、神
の
御
前

で
キ
リ
ス
ト
に
結
ば
れ
て

語
っ
て
い
ま
す
」と
い
う
パ

ウ
ロ
の
言
葉
で
し
た
。こ
の

「
神
の
言
葉
を
売
り
物
に
せ

ず
」が
、生
涯
の
課
題
で
も

あ
り
ま
す
。

　「
神
様
の
ク
レ
ヨ
ン
」と

い
う
エ
ッ
セ
イ
集
を
出
版

す
る
と
き
、「
神
の
言
葉
を

売
り
物
に
せ
ず
」と
い
う
言

葉
が
響
き
ま
す
。自
分
は
こ

の
出
版
を
何
の
た
め
に
す

る
の
か
。こ
れ
を
と
お
し
て

何
を
し
た
い
の
か
と
問
う

こ
と
に
し
て
い
ま
す
。そ
の

と
き
に「
神
の
御
前
で
キ
リ

ス
ト
に
結
ば
れ
て
」と
い
う

聖
句
に
慰
め
ら
れ
ま
す
。す

べ
て
の
み
言
葉
は
宝
石
で

あ
る
。キ
リ
ス
ト
に
結
ば
れ

て
語
る
と
き
、そ
れ
は
真
実

の
宝
石
に
な
る
と
信
じ
て

い
ま
す
。

TATENO YasuhiroPastor <牧師の声>

神の言葉を売り物にせず
コリントの信徒への手紙二　2章17節
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い
か
に
幸
い
な
こ
と
か
…
…
主
の
教

え
を
愛
し
、そ
の
教
え
を
昼
も
夜
も
口

ず
さ
む
人
。そ
の
人
は
流
れ
の
ほ
と
り

に
植
え
ら
れ
た
木
。と
き
が
巡
り
来
れ

ば
実
を
結
び
、葉
も
し
お
れ
る
こ
と
が

な
い
。

詩
編
1
編
1
～
3
節

祝
福
に
あ
ず
か
る
た
め
に

　「
い
か
に
幸
い
な
こ
と
か
」と
い
う

冒
頭
の
言
葉
は
、主
イ
エ
ス
の
山
上
の

説
教
に
あ
る
九
福
の
教
え（
マ
タ
イ
福

音
書
5
章
）に
あ
る「
幸
い
で
あ
る
」と

同
じ
で
祝
福
さ
れ
る
と
い
う
意
味
が

あ
り
ま
す
。祝
福
と
は
、そ
こ
だ
け
を

切
り
分
け
て
聖
別
す
る
こ
と
で
、信
仰

者
が
生
き
る
上
で
神
か
ら
い
た
だ
く

も
の
は
単
純
に
幸
福
で
あ
る
と
い
う

意
味
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。ま
こ
と
に
神

の
み
が
お
で
き
に
な
る
こ
と
に
人
が

あ
ず
か
っ
て
生
き
る
こ
と
が
で
き
る

と
い
う
こ
と
で
す
。

　
祝
福
を
い
た
だ
く
た
め
に
は
、主
な

る
お
方
の
御
心
に
従
っ
て
生
き
る
者
で

な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。そ
の
生
き
方

を
示
す
に
あ
た
っ
て
、主
の
教
え
を
守

る
と
言
わ
ず
、教
え
を
愛
す
る
と
い
う

言
葉
が
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
注
目
す

べ
き
で
す
。愛
す
る
と
は
、神
の
御
心
と

は
何
で
あ
る
か
を
絶
え
ず
求
め
る
こ
と

な
の
だ
と
い
う
こ
と
を
、こ
の
詩
編
作

者
は「
そ
の
教
え
を
昼
も
夜
も
口
ず
さ

む
」と
表
現
し
ま
す
。ま
る
で
歌
を
歌
う

よ
う
に
心
の
な
か
で
口
ず
さ
ん
で
い
る

の
で
す
。

　
信
仰
者
と
さ
れ
た
以
上
は
、神
と
の

関
係
な
し
に
日
を
過
す
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。こ
と
さ
ら
意
識
せ
ず
と
も
神
と

の
関
係
の
あ
り
よ
う
を
思
い
描
い
て
生

き
て
い
る
は
ず
で
す
。神
は
一
体
何
を

こ
の
わ
た
し
に
求
め
て
お
い
で
に
な
る

の
か
、何
を
し
よ
う
と
思
っ
て
お
い
で

に
な
る
の
か
、思
わ
ず
知
ら
ず
一
日
に

何
度
も
思
い
巡
ら
す
こ
と
で
し
ょ
う
。

「
口
ず
さ
む
」と
は
、そ
の
よ
う
な
わ
た

し
た
ち
の
姿
を
表
し
ま
す
。そ
れ
こ
そ

信
仰
に
あ
る
者
の
生
き
方
で
あ
っ
て
、

ど
ん
な
善
い
こ
と
を
す
る
か
、そ
ん
な

悪
い
こ
と
を
し
な
い
か
の
行
為
の
選
択

で
は
な
い
の
で
す
。道
徳
を
基
準
と
し

た
生
き
方
と
は
一
味
ち
が
う
こ
と
を
知

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

生
活
の
中
の
祝
福

　
そ
の
よ
う
な
信
仰
者
の
日
々
は
、神

の
み
が
お
で
き
に
な
る
こ
と
に
あ
ず

か
っ
て
生
き
る
こ
と
に
ほ
か
な
り
ま

せ
ん
。そ
れ
が
神
の
祝
福
の
中
に
あ
る

こ
と
な
の
だ
と
作
者
は
教
え
て
い
る

の
で
す
。

　
し
か
も
そ
の
こ
と
は
、人
の
生
活
の

只
中
で
行
わ
れ
る
信
仰
の
営
み
で
す
。

「
そ
の
人
は
流
れ
の
ほ
と
り
に
植
え
ら

れ
た
木
」と
あ
り
ま
す
が
、こ
の
流
れ
と

は
人
工
的
に
掘
ら
れ
た
運
河
の
こ
と

で
、木
も
ま
た
植
樹
さ
れ
た
木
を
意
味

し
て
い
ま
す
。人
が
構
築
し
、人
の
匂
い

が
む
ん
む
ん
す
る
所
、そ
れ
こ
そ
わ
た

し
た
ち
の
日
々
の
生
活
の
世
界
で
す
。

そ
の
中
に
あ
っ
て
主
の
教
え
を
愛
し
、

口
ず
さ
む
わ
た
し
が
い
ま
す
。

　
と
き
に
は
神
の
御
心
は
わ
た
し
に

と
っ
て
何
で
あ
る
か
を
探
し
あ
ぐ
ね
る

こ
と
も
あ
り
ま
し
ょ
う
。病
の
床
に
臥

せ
ざ
る
を
得
な
い
時
、懸
命
の
努
力
が

報
わ
れ
な
い
時
、愛
が
裏
切
り
に
出

会
っ
た
時
、取
り
去
り
よ
う
も
な
い
人

生
の
重
荷
に
あ
え
ぐ
時
、神
の
御
心
は

ど
こ
に
も
な
い
か
の
よ
う
で
す
。そ
の

よ
う
な
と
き
、こ
の
詩
編
の
言
葉
は
大

き
な
慰
め
で
す
。信
仰
に
よ
っ
て
生
き

る
人
は
、神
に
し
か
お
で
き
に
な
ら
な

い
こ
と
に
あ
ず
か
る
こ
と
が
で
き
る
と

教
え
る
か
ら
で
す
。

　
ヘ
ン
リ
・
ナ
ウ
エ
ン
は
、そ
の
著「
傷

付
い
た
癒
し
人
」の
中
に
、一
人
の
神
学

生
を
登
場
さ
せ
ま
す
。彼
は
病
院
で
の

臨
床
訓
練
に
つ
く
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。病
床
訪
問
に
備
え
て
カ
ウ
ン
セ
リ

ン
グ
の
方
法
を
ひ
た
す
ら
学
び
、病
床

に
訪
れ
ま
す
。あ
る
時
、懸
命
に
関
わ
っ

た
一
人
の
病
者
が
手
術
の
甲
斐
も
な
く

天
国
に
旅
立
っ
て
し
ま
い
ま
す
。彼
は
、

言
葉
を
交
わ
し
、祈
り
を
さ
さ
げ
、懸
命

に
関
わ
っ
た
病
者
と
の
日
々
が
一
体
何

で
あ
っ
た
の
か
と
空
し
さ
に
襲
わ
れ
る

の
で
す
。そ
の
彼
に
ス
ー
パ
ー
バ
イ

ザ
ー
の
牧
師
が
声
を
掛
け
ま
す
。

　「
君
は
そ
の
病
人
と
最
後
に
別
れ
る

時
、何
と
言
っ
て
別
れ
た
の
か
ね
」。

　「
僕
は
、『
ま
た
明
日
』と
言
っ
て
別
れ

た
の
で
す
」

　
牧
師
は
彼
に
言
い
ま
す
。

　「
君
が
、普
通
の
人
と
し
て
、そ
の
言

葉
を
言
っ
た
と
す
れ
ば
、単
な
る
挨
拶

に
過
ぎ
な
い
。し
か
し
、君
は
信
仰
者

と
し
て
、そ
の
言
葉
を
言
っ
た
は
ず

だ
。だ
っ
た
ら
、『
ま
た
明
日
』と
言
っ

た
、そ
の
言
葉
の
明
日
は
、亡
く
な
っ

た
人
に
と
っ
て
、永
遠
の
明
日
に
な
っ

て
い
る
」

　
人
の
知
恵
は
、こ
の
意
味
を
捉
え
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。し
か
し
な
が
ら

信
仰
の
知
恵
は
、こ
こ
で
起
こ
っ
た
こ

と
の
中
に
神
の
み
が
な
さ
る
こ
と
が

信
仰
者
の
生
活
の
中
に
あ
る
こ
と
を

教
え
ま
す
。人
の
日
常
の
営
み
で
あ
り

つ
つ
、そ
の
中
に
神
が
切
り
分
け
て
聖

別
し
て
く
だ
さ
っ
た
世
界
が
あ
る
と

い
う
こ
と
で
す
。信
仰
者
は
、そ
の
祝
福

の
世
界
に
あ
ず
か
っ
て
生
き
る
こ
と

が
で
き
る
、こ
れ
こ
そ
幸
い
と
い
う
べ

き
で
し
ょ
う
。

　Ｐ６の課題

は、教会を組織

の面から改革

することです。

先ず第一に、日

本福音ルーテ

ル教会を鳥瞰

図的に見渡し、

教会の規模と

配置という観点から、見直しを図りました。

そして教会再編という課題を上げ、教会の

合同を目指しました。合同には至らなくて

も、幾つかの教会が協力して宣教に当たる

その協力のあり方を強化する方策として、

新たに｢教会共同体｣という概念を導入しま

総会に向けて……③ 総会に向けて各委員長にお話をうかがいました。最後はP6、P7委員長です。

集中連載

Ｐ6（組織と宣教態勢の見直し）
委員長 山之内正俊

Ｐ7（財政計画）
委員長 関口昌弘

1.現在まで取

り組んできた

こと

　第21回総会

期の中で検

討・審議して

きたことは、

①長期財政

20ヶ年計画、

②教職退職給付制度／教会年金改正、③神

学生奨学金制度変更、④土地建物計画支援

制度の見直、⑤協力金に関する改正等であ

る。①～③は財務委員会マターとして合同

詩編を味わう
文　　賀来周一

 1 神の祝福を生きる

した。教会の合同あるいは「教会共同体」形

成によって、教会の力を結集し、宣教力を高

めることが狙いです。

　次に、常議員会の構成を見直しました。本

教会の行政執行機関としての機能を高める

ために、教区選出の常議員を、本教会選出の

教区所属常議員とし、各教区から男女1名

ずつ推薦される中から、本教会総会におい

て各教区1名ずつの常議員を選ぶことにし

ました。その際、とかく男性のみに偏りがち

なのを防ぐため、2名以上の男女を確保する

こととしました。また、新たに議長指名の常

議員を設け、宣教主事の任に当たらせるこ

ととしました。この常議員会の構成の改革

は憲法を改正しなければなりません。憲法

を改正するには、全正議員（出席議員ではな

く）の3分の2以上の賛成が必要です。是非、

出席して下さって採決に参加して頂きたい

と思います。

　総会には、Ｐ６関連としては、憲法改正

案、本教会規則改正案、そして新規の規定案

が提案されます。

　総会では、具体的には、これらの関連する

憲法や規則や規定の条文について審議をし

て頂くことになりますが、何よりも、福音を

一人でも多くの人に伝えるという使命を果

たすための教会に変身するのだという思い

を持って、議論して頂きたいと思います。安

定した教会という教会のあり方から、手弁

当を下げてでも他者に関わる教会、自分が

生かされている福音を一人でも多くの人と

分かち合う教会を目指して、教会の改革に

取り組みたいと思います。そのような熱意

の溢れる総会となることを期待します。

常議員会／常議員会で審議され既に実施

（①、②）されているもの、07年度から実施

する（③）ものである。

2.総会に提案されること

　④土地建物計画支援制度の見直、⑤協

力金に関する改正の2件である。

　内容的には、合同常議員会／常議員会

で確認されていて第22期総会に成文案

を提案する。④は、いわゆる1/3方式の見

直しであり、自己資金率：貸付率：補助率

がそれぞれ50％：40％：10％である。

　⑤は、「暫定的」にPM21予算を生み出す

ために協力金の配分率を学院：教区：本教

会をそれぞれ10％：40％：50％に変更する。

3.それはどのような変化をもたらしますか

　本教会の財政は、極度に弱体化して

おり、その部分的なてこ入れに過ぎな

い。具体的には、本教会の年間必要経費

は、約１億２千万円であるが、協力金

は、４千万円弱である。この差は、今ま

で蓄積してきた資金・基金からの繰入

と収益からの繰入である。この状態を

脱却するのは、容易ではない。

4.総会で議論してほしいこと

　協力金配分案（⑤）が「暫定的」との意

味は、07年度と08年度のＰＭ予算確保

である。抜本的に本教会と教区のあり

方は、教会再編の状況を見きわめた上

で、08年総会に新たな提案をすること

を意味している。

【聖書研究】

教勢表速報 受洗者減少は続く

世界の子ども支援チャリティコンサート

　各教会から集まった2005年度の集計表によると、全国集計の受

洗者数は172名と前年に続き減少となり、過去最低を更新してい

ます。

　微増してきた召天者数と、減少を続ける大人の受洗者数は、今年ほぼ一

致してきました。これは他教派にも見られることですが、教会員の高年齢

化、受洗者の減少、教職者の減少という課題にどこも直面しています。

　教会の現実を見据えて、

効果的な宣教方策実現に、

全国の祈りと知恵を集める

ことが期待されます。

　詳細は、総会前に配布さ

れる正式な集計表をご覧

ください。

　日本福音ルーテル社団（JELA）と日本福音ルーテル教会・世界宣教委

員会は、第３回「世界の子ども支援チャリティコンサート」を開催しま

す。今回はハーピストのクリスティーナ・トゥーリンさんを米国からお

招きし、くつろぎに満ちたコンサートをお届けします。ぜひ、おいでく

ださい。

■テーマ■

Helping Children in Need　

餓えや病気に苦しむ子どもたちに愛と希望を！

■入場料■　無料　*席上献金の時間があります

■コンサート日程と会場■

5月19日（金）午後７時　田園調布教会

5月20日（土）午後２時　蒲田教会

5月21日（日）午後３時　札幌教会

5月23日（火）午後７時　本郷教会

5月25日（木）午後７時　京都教会

5月26日（金）午後７時　熊本教会

5月28日（土）午後２時　岡山教会

5月28日（日）午後２時　栄光教会

■問い合わせ総合窓口■

日本福音ルーテル社団（JELA）　◆電話：03-3447-1521
※詳細は、各教会へ送付済みのポスター等をご覧ください。



2006 年 4 月 15日 ４第三種郵便物認可

■
合
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住
所
変
更

「全国総会に向けて」

議長コラム

（m-yamanouchi@jelc.or.jp）

   

４
月
は
出
発
の
時
で
す
。そ
れ
ぞ

れ
の
教
会
で
、そ
れ
ぞ
れ
に
新
し
い
歩

み
を
始
め
ら
れ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

   

今
年
も
、牧
師
の
交
代
が
起
こ
っ

た
教
会
が
幾
つ
か
あ
り
ま
す
。そ
れ
ら

の
教
会
で
は
特
に
、新
し
い
歩
み
を
始

め
る
月
と
し
て
、こ
の
４
月
を
感
慨
深

く
迎
え
ら
れ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。希

望
に
満
ち
た
出
発
の
上
に
、神
様
の
祝

福
を
お
祈
り
致
し
ま
す
。

  

さ
て
、こ
の
４
月
は
、日
本
福
音

ル
ー
テ
ル
教
会
全
体
に
と
っ
て
は
、５

月
３
日
か
ら
の
全
国
総
会
に
向
け
て

の
準
備
の
時
で
す
。私
た
ち
の
教
会
で

は
、総
会
は
最
高
意
思
決
定
機
関
と

な
っ
て
い
ま
す
。こ
の
総
会
で
、向
こ

う
２
年
間
の
教
会
の
歩
み
が
方
向
付

け
ら
れ
ま
す
。こ
の
総
会
で
の
決
議
に

基
づ
い
て
、常
議
員
会
が
具
体
的
な
教

会
行
政
を
執
行
し
て
行
き
ま
す
。

   

今
、私
た
ち
日
本
福
音
ル
ー
テ

ル
教
会
は
、『
宣
教
方
策
21
』を
大
き

な
指
針
と
し
て
掲
げ
、歩
ん
で
い

ま
す
。今
度
の
総
会
は
、こ
の『
宣
教

方
策
21
』を
具
体
化
す
る
総
会
と

な
り
ま
す
。

    

こ
の
方
策
の
狙
い
は
、教
会
の

力
を
外
に
向
っ
て
発
揮
す
る
こ
と
で

す
。教
会
の
使
命
を
、福
音
を
一
人
で

も
多
く
の
人
に
実
現
す
る
こ
と
と
し

て
捉
え
る
か
ら
で
す
。

    

今
、教
会
の
危
機
が
叫
ば
れ
て

い
ま
す
。教
会
の
危
機
と
は
何
で

し
ょ
う
か
。そ
れ
は
、福
音
の
も
つ
力

が
、福
音
の
も
つ
力
そ
の
ま
ま
に
発

揮
さ
れ
な
い
こ
と
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。で
す
か
ら
、『宣
教
方
策

21
』の
狙
い
は
、福
音
の
も
つ
力
を

福
音
の
も
つ
力
そ
の
ま
ま
に
発
揮

さ
せ
る
こ
と
で
す
。

    

そ
こ
に
は
、色
々
な
面
で
の
改

革
が
必
要
で
し
ょ
う
。『
宣
教
方
策

21
』で
は
、次
世
代
の
育
成
、信
徒
の

あ
り
方
、牧
師
の
あ
り
方
、施
設
と
の

関
係
、世
界
へ
の
目
の
向
け
方
、教
会

組
織
の
あ
り
方
、財
政
の
仕
組
み
と

い
っ
た
切
り
口
を
捉
え
て
改
革
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

    

教
会
は
、何
よ
り
も
集
う
一
人
ひ

と
り
が
喜
び
に
満
た
さ
れ
る
と
こ
ろ

で
す
。そ
し
て
、そ
の
喜
び
は
、そ
の
人

に
留
ま
る
の
で
は
な
く
、そ
の
人
か
ら

ほ
と
ば
し
り
出
ま
す
。そ
の
ほ
と
ば
し

り
出
る
喜
び
が
、教
会
の
外
に
向
っ
て

福
音
を
伝
え
る
の
で
す
。そ
の
よ
う
な

教
会
と
な
る
こ
と
を
目
指
し
て
、5
月

の
総
会
を
迎
え
た
い
と
思
い
ま
す
。
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神
学
校
を
卒
業
し
な
が

ら
、当
時
の
教
会
刷
新
を

願
っ
て
牧
師
試
験
を
一
時
辞

退
し
た（
9
氏
宣
言
）。

　
主
の
教
会
へ
の
熱
い
思
い

が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。1

年
の
自
活
の
後
、共
感
を

も
っ
て
迎
え
て
頂
き
、以
来

33
年
間
、主
に
導
か
れ
て
来

た
こ
と
に
心
か
ら
感
謝
し
て

い
る
。し
か
し
今
、変
化
す
る

時
代
の
中
で
、教
会
の
教
理

的
な
刷
新
が
求
め

ら
れ
て
い
る
よ
う

に
思
う
。時
代
へ

の
適
切
な
対
応
が

な
さ
れ
る
こ
と
を

祈
り
つ
つ
見
守
っ

て
い
き
た
い
。

　
例
年
の
研
修
プ
ロ
グ

ラ
ム
で
あ
る
２
０
０
６

年
度
の
新
任
研
修
及
び

牧
師
補
研
修
の
第
１
回

が
、３
月
16
日
か
ら
17

日
、

東
京
教
会
を
会
場
に
行
わ

れ
た
。今
年
は
、３
名
の
新

任
教
職
・
牧
師
補（
関
野
和

寛
、西
川
晶
子
、花
城
裕
一

朗
）が
対
象
と
な
っ
た
。主

な
研
修
内
容
は
、①「
日
本

福
音
ル
ー
テ
ル
教
会
宣
教

21
に
つ
い
て
」（
議
長
・
宣
教

室
長
）、②「
日
本
福
音
ル
ー

テ
ル
教
会
の
牧
師
像
」（
教

師
会
長
）
、③「
教
会
の
人
間

関
係
」:「
牧
師
と
信
徒
」（
三

浦
知
夫
牧
師
）、「
教
会
の
危

機
管
理
」

（
益
田
哲

夫
）
、④「
牧

師
の
具
体

的
働
き
」

（
北
尾
一
郎

牧
師

）、⑤「
信

徒
の

声

―

牧

師
に
期
待
す
る
こ
と
―

」（
石

原
京
子
、柳
原
行
雄
）。な
お
、

中
間
研
修
は
２
０
０
６
年

10
月
頃
、浜
名
湖
周
辺
で
開

催
す
る
予
定
で
あ
る
。秋
ま

で
の
各
々
の
牧
師
補
の
課

題
は
、ａ
．
中
間
研
修
ま
で

の
課
題「
派
遣
さ
れ
た
教
会

の
客
観
的
分
析
と
牧
会
及

び
宣
教
課
題
の
抽
出
」(

Ａ

４･

４
頁
程
度)

、ｂ
．１
年

間
の
自
己
課
題
の
設
定
で

あ
る
。

ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
を
各
教
区
で
！

教
職
人
事
異
動

◆
人
事
異
動

（
以
下
、２
０
０
６
年
４
月
１
日
付
）

・
重
富
克
彦
　
札
幌
教
会
主
任
、

新
札
幌
教
会
主
任（
兼
）

・
岡
田
　
薫
　
札
幌
教
会
協
力（
兼
）

・
徳
野
昌
博
　
小
石
川
教
会
主
任

・
栗
原
　
茂
　
稔
台
教
会
主
任

・
小
副
川
幸
孝
　
藤
が
丘
教
会
主
任

・
立
山
忠
浩
　
板
橋
教
会
主
任（
兼
）

・
谷
川
卓
三
　
刈
谷
教
会
主
任（
兼
）

・
三
浦
知
夫
　
浜
松
教
会
主
任（
兼
）

浜
名
教
会
主
任（
兼
）

・
秋
山
　
仁
　
豊
中
教
会
主
任（
兼
）

・
永
吉
秀
人
　
豊
中
教
会
協
力（
兼
）

・
坂
本
千
歳
　
松
江
教
会
協
力（
兼
）

・
立
野
泰
博
　
宇
部
教
会
主
任（
兼
）

防
府
教
会
主
任（
兼
）

第
21
期
第
8
回
常
議
員
会
で
承
認
さ
れ
た
人
事
異
動

に
つ
い
て
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

２
０
０
６
年
度

徳
山
教
会
主
任（
兼
）

益
田
教
会
主
任（
兼
）

柳
井
教
会
主
任（
兼
）

・
藤
井
求
義
　
徳
山
教
会
副
牧
師（
兼
）

防
府
教
会
副
牧
師（
兼
）

益
田
教
会
副
牧
師（
兼
）

柳
井
教
会
副
牧
師（
兼
）

・
宮
澤
真
理
子
　
日
田
教
会
主
任

甘
木
教
会
主
任（
兼
）

・
箱
田
清
美
　
唐
津
教
会
主
任

小
城
教
会
主
任（
兼
）

・
水
原
一
郎
　
久
留
米
教
会
主
任

田
主
丸
教
会
主
任（
兼
）

大
牟
田
教
会
主
任（
兼
）

・
後
藤
由
起
　
小
国
教
会
協
力（
兼
）

・
重
野
信
之
　
神
水
教
会
主
任

・
黄
　
大
衛
　
鹿
児
島
教
会
主
任

阿
久
根
教
会
主
任（
兼
）

・河
田
　
優
　
ル
ー
テ
ル
学
院
チ
ャ
プ
レ
ン

・
藤
井
邦
夫
　
九
州
ル
ー
テ
ル
学
院

大
学
チ
ャ
プ
レ
ン

◆
宣
教
師

・
Ｊ･

ハ
リ
ュ
ラ
　
田
園
調
布
教
会

（
信
徒
宣
教
師
）

・
Ｄ･

パ
ー
ソ
ン
　
海
外
宣
教
主
事

（
専
任
）

・
パ
ト
リ
ッ
ク
・
ベ
ン
ケ

（Patrick Benke

、長
期
宣
教
師
）

九
州
ル
ー
テ
ル
学
院
大
学

◆
任
用
変
更

（
嘱
託
任
用
か
ら
一
般
任
用
）

・
栗
原
　
茂

・
箱
田
清
美

・
野
口
勝
彦

◆
新
任（
牧
師
補
）

・
関
野
和
寛
　
　
東
京
教
会

・
花
城
裕
一
朗
　
浜
松
教
会

・
西
川
晶
子
　
　
防
府
教
会（
兼
）

徳
山
教
会（
兼
）

益
田
教
会（
兼
）

柳
井
教
会（
兼
）

◆
牧
会
委
嘱

・
古
財
克
成
　
　
釧
路
教
会（
更
新
）

・
中
村
圭
助
　
　
板
橋
教
会（
新
規
）

・
小
泉
　
潤
　
　
知
多
教
会（
更
新
）

・
石
田
順
朗
　
　
刈
谷
教
会（
更
新
）

・
山
本
　
裕
　
　
浜
名
教
会（
新
規
）

・木
下
海
龍
　
　
　
修
学
院
教
会（
更
新
）

・
早
川
顕
一
　
　
聖
ペ
テ
ロ
教
会

（
更
新
）

・
狩
野
具
男
　
　
荒
尾
教
会（
更
新
）

・
Ａ･

エ
リ
ス
　
小
国
教
会（
更
新
）

甲
佐
教
会（
更
新
）

◆
定
年
引
退

（
２
０
０
６
年
３
月
31
日
付
）

・
中
村
圭
助

公
　
　
告

こ
の
度
左
記
の
行
為
を
致
し
ま
す

の
で
、宗
教
法
人
法
第
二
三
条の
規

定
に
基
づ
き
公
告
致
し
ま
す
。

二
〇
〇
六
年
三
月
一
五
日

宗
教
法
人
　

日
本
福
音
ル
ー
テ
ル
教
会

代
表
役
員
　
山
之
内
　
正
俊

信
徒
利
害
関
係
人
　
各
位

森
　
教
会

・
土
地
売
却

所
在
　
大
分
県
玖
珠
郡
玖
珠

町
大
字
帆
足
字
大
釣

①
地
番
　
三
二
七
番
壱
三

地
目
　
宅
地

地
積
　
四
五
二･

六
二
㎡

②
地
番
　
三
二
七
番
九

地
目
　
宅
地

地
積
　
一･

九
七
㎡

③
地
番
　
三
三
三
番
二

地
目
　
宅
地

地
積
　
二
一･

五
九
㎡

・
建
物
売
却

所
在
　
大
分
県
玖
珠
郡
玖
珠
町

大
字
帆
足
字
大
釣

三
二
七
番
一
三

家
屋
番
号
　

種
類
　
教
会

構
造
　
木
造
ス
レ
ー
ト
葺
二
階
建

面
積
　
一
階
　
九
四
・
二
一
㎡

二
階
　
一
七
・
三
五
㎡

売
却
理
由
　
法
人
解
散
に
よ
る
。

同
教
会
は
永
年
不
活
動
教
会
の
常

態
に
あ
り
、森
教
会
、九
州
教
区
及

び
包
括
宗
教
法
人
た
る
本
教
会
常

議
員
会
に
お
い
て
解
散
決
議
が
な

さ
れ
、目
下
手
続
き
中
で
あ
る
。な

お
建
物
の
所
有
権
は
現
在
森
教
会

に
あ
る
が
、解
散
認
証
次
第
本
教

会
宛
に
無
償
譲
渡
さ
れ
、本
教
会

所
有
の
土
地
と
共
に
売
却
予
定
。

以
　
上

時代との真摯な対話を！
中村圭助 先生

先輩からのメッセージ
3月末に引退された中村先生からメッセージ
を頂きました。

　
2
月
19
～
27
日
に
、

第
２
回
イ
ン
ド
・
ワ
ー

ク
キ
ャ
ン
プ
を
開
催
し

た
。今
回
は
６
名
の
参

加
者
が
、北
西
部
の
Ｃ

Ｒ
Ｈ
Ｐ
と
い
う
施
設
に

遣
わ
さ
れ
た
。義
足
作

り
を
中
心
に
、小
学
校

で
の
折
り
紙
遊
び
、

農
場
の
見
学
、村
の

ヘ
ル
ス
ワ
ー
カ
ー

を
訪
ね
、そ
の
働
き

を
見
た
り
、別
の
村

で
の
結
婚
式
に
も

参
加
し
た
。言
葉
の

壁
を
越
え
、心
か
ら

の
も
て
な
し
を
し

て
く
だ
さ
る
現
地
の

方
々
の
輝
く
笑
顔
に
、

参
加
者
の
不
安
は
す
ぐ

に
消
え
て
い
っ
た
。

　
日
本
に
戻
っ
た
今
、

イ
ン
ド
の
現
状
や
Ｃ
Ｒ

Ｈ
Ｐ
の
働
き
を
伝
え
、

彼
ら
を
支
え
る
た
め
、

キ
リ
ス
ト
の
手
足
と
な

り
た
い
。

イ
ン
ド
・

ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
プ

■
福
本
豊
子

2033 Centergrove Rd.
Kannapolis, NC 28083-6238,
U.S.A.

※
３
月
号
で
住
所
変
更

の
案
内
を
し
ま
し
た
が

郵
便
番
号
が
変
更
に
な

り
ま
し
た
の
で
再
度
ご

連
絡
い
た
し
ま
す
。

市
町
村
合
併
に
伴
う

住
所
変
更

２
０
０
６
年
度

牧
師
補
研
修

世
界
の
子
ど
も
支
援
チ
ャ
リ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト

詳
し
く
は
３
面
を
ご
確
認
く
だ
さ
い

　
社
会
で
も
大
き
な
問
題
と

な
っ
て
い
る
ア
ス
ベ
ス
ト
に

対
し
て
、昨
年
、事
務
局
よ
り

各
教
区
宛
に
対
応
す
る
よ
う

と
指
導
が
あ
り
ま
し
た
。

　
東
教
区
で
は
、早
速
２
月

の
牧
師
・代
議
員
会
の
席
に

ア
ス
ベ
ス
ト
問
題
に
携
わ
る

関
係
者
を
招
き
、実
情
を
聞

く
な
ど
簡
単
な
勉
強
会
を
開

い
た
よ
う
で
す
。

　
各
教
区
で
も
、対
応
く
だ

さ
い
ま
す
よ
う
、お
願
い
し

ま
す
。

編
集
後
記

　
る
う
て
る
４
月
号
を
お
届
け
し

ま
す
。主
の
ご
受
難
を
心
に
刻
み

つ
つ
、心
静
か
な
中
に
も
宣
教
の

業
が
豊
か
に
さ
れ
ま
す
よ
う
、お

祈
り
し
ま
す
。（編
集
部
）


